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問題提起 

 
P278L5に「うまくいかなくて当然、これでうまくいき成果が収められたらその方が不思議、
というのがアベノミクスなのであった。」とあり、P278L7 に「ただし、それにもかかわら
ず、安倍内閣は、アベノミクスの明らかな失敗を失敗と認めず、手を替え品を替え、なおも
アベノミクスを継続していくつもりのようである。究極の目標はただ 1つ、『世界で 1 番企
業が活動しやすい国』にすることであり、それが実現するまでは、ということか」とある。
なぜ安倍内閣は国民に対して無頓着な政策を取り続け、アベノミクスは失敗していたのに
も関わらず、「世界で 1 番企業が活動しやすい国」にすることにこだわったのだろうか。 
 


